
75
令
和
２
年
4
月
16
日
発
行

２
月
19
日
（
水
）
、
一
迫
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
12
回

地
区
社
協
活
動
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　
　

栗
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
熊
谷
り
え
さ
ん
と
久
我
俊
一

支
部
委
員
を
講
師
に
、
３
種
類
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
験
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
早
速
お
茶

っ
こ
会
で
使
用
し
た
い
」
「
地
域
版
で
ル
ー
ル
を
変
え
て
や
っ

て
み
て
も
楽
し
そ
う
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
22
日
（
土
）
、
あ
き
ば
ふ
れ

い
あ
い
会
館
を
会
場
に
、
お
茶
っ

こ
会
＆
ま
ち
な
か
シ
ニ
ア
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
は
一
迫
・
花
山
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
野
寺
ま
ゆ
み

さ
ん
と
後
藤
幸
子
さ
ん
を
講
師
に

「
頭
の
体
操
」
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
つ
る
し
雛
を
ヒ
ン
ト
に
布

と
綿
で
干
し
柿
作
り
を
行
い
、
昼

食
後
、
高
橋
聖
子
さ
ん
を
講
師
に

「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
（
笑
い
ヨ
ガ
）
」

を
行
い
ま
し
た
。
お
な
か
が
痛
く

な
る
ほ
ど
笑
い
、
元
気
で
幸
せ
に

な
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

荒町地区社協
会長　菅 原 　 宏

３
月
３
日
（
火
）
、
清
水
二
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
毎
年
行
っ
て
い

る
ひ
な
祭
り
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

志
波
姫
地
区
の
「
華
龍
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
ひ
な
祭
り
に
ふ
さ

わ
し
い
唄
、
踊
り
、
寸
劇
を
楽
し

み
ま
し
た
。
途
中
み
ん
な
で
踊
り

に
参
加
す
る
場
面
も
あ
り
、
見
る

だ
け
で
は
な
く
、
身
体
も
動
か
し

楽
し
み
ま
し
た
。
昼
食
に
は
手
作

り
の
ち
ら
し
寿
司
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
満
た
さ
れ
た

ひ
な
祭
り
会
と
な
り
ま
し
た
。

清水二地区社協
会長　新 妻 信 男

地区社協活動紹介

一迫支部事業（社協会費充当事業）

～第12回地区社協活動研修会～

「スカットボール」

「バッゴー」

「デッキ・スティック・ゲーム」
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一迫商業高等学校様より
３９，８９７円

一迫中学校第４回
卒業生 迫親会様より
４８，８６２円

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所

（
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
）

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
一
迫
支
所

電
話
：
52-

４
４
３
３

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

５
月
８
日（
金
）

４
月
24
日（
金
）

５
月
22
日（
金
）

対
象
者
の
要
件

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体
及
び
個
人
）

①
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

②
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
こ
と

③
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

④
会
員
間
の
活
動
で
は
な
く
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と

⑤
参
加
者
か
ら
参
加
費
等
を
徴
収
し
て

い
る
こ
と
（
但
し
、
訪
問
活
動
は
こ

の
限
り
で
な
い
）

⑥
本
会
以
外
よ
り
助
成
金
等
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
（
但
し
、
地
区
社
協
、

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
等
か
ら
の
助
成
は
２
万
円
を
上
限

と
し
て
認
め
ま
す
。）

助
成
金
額

１
団
体
　
年
額
５
万
円
以
内

※

審
査
会
に
て
助
成
額
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

申
請
締
切

５
月
15
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

問
い
合
わ
せ
先

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課
☎
23-

８
０

８
７
ま
た
は
、
各
社
協
支
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

し
あ
わ
せ
な

　
　地
域
づ
く
り
事
業
募
集

〜
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
を
助
成
し
ま
す
〜

１
月
29
日
（
水
）
、
大
崎
市
の
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
「
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
ふ
る

か
わ
」
で
、
一
迫
・
花
山
支
部
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
支
援
員
の
髙
山
瑞
穂
さ

ん
を
講
師
に
『
ま
ち
の
豆
腐
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
と
題
し
て
障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
視
さ
れ
る
障
害
者
へ
の
自
立
支
援
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

⌇
ご
寄
附
の
紹
介
⌇

　温
か
い
善
意

　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
度

一
迫･

花
山
支
部
委
員
合
同
研
修
会

（
社
協
会
費
充
当
事
業
）

地域福祉に役立てて下さい

皆さまのご協力ありがとうございました。

むすび丸ピンバッジ『宮城県内の「子ども食堂」を応援しよう!! プロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　ご協力いただいた数 ２09個　　金額 １04，５００円

♢ 

一
迫
支
所 

職
員
紹
介 

♢

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
新
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統
括
職
員 

菅
　
原
　
千
　
恵

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

曽
　
根
　
由
　
美

事
務
職
員 

三
　
浦
　
梨
　
奈
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